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１
　
は
じ
め
に
─
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
　
近
年
、
高
等
学
校
教
育
に
お
い
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
広
島
県
で
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
、
教
育
委
員
会
教
育
長
の
下
崎
邦
明
氏
よ
り
「
広
島
県
に
お
け
る
『
学
び
の
変
革
』
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
資
料
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
広
島
県
が
目
指
す
『
学
び
の
変
革
』」
と
は
「『
主
体
的
な
学
び
』
へ
の
転
換
」
で
あ
り
、「
主
体
的
な
学
び
と
は
？
」「
受
動
的
な
学
び
→
能
動
的
な
学
び
」「
教
師
基
点
の
学
び
→
学
習
者
基
点
の
学
び
」「
浅
い
学
び
→
深
い
学
び
」
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。
　
主
体
的
な
学
び
、
能
動
的
な
学
び
へ
の
転
換
は
、
も
と
も
と
大
学
教
育
に
向
け
て
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
八
日
に
出
さ
れ
た
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
向
け
て
～
生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る
大
学
へ
～
」
「
４
．
求
め
ら
れ
る
学
士
課
程
教
育
の
質
的
転
換
」
に
「
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
力
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
持
っ
た
人
材
は
、
学
生
か
ら
み
て
受
動
的
な
教
育
の
場
で
は
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
来
の
よ
う
な
知
識
の
伝
達
・
注
入
を
中
心
と
し
た
授
業
か
ら
、
教
員
と
学
生
が
意
思
疎
通
を
図
り
つ
つ
、
一
緒
に
な
っ
て
切
磋
琢
磨
し
、
相
互
に
刺
激
を
与
え
な
が
ら
知
的
に
成
長
す
る
場
を
創
り
、
学
生
が
主
体
的
に
問
題
を
発
見
し
解
を
見
出
し
て
い
く
能
動
的
学
修
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
個
々
の
学
生
の
認
知
的
、
倫
理
的
、
社
会
的
能
力
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
鍛
え
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
い
っ
た
双
方
向
の
講
義
、
演
習
、
実
験
、
実
習
や
実
技
等
を
中
心
と
し
た
授
業
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
、
学
生
の
主
体
的
な
学
修
を
促
す
質
の
高
い
学
士
課
程
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。」
と
あ
り
、
大
学
教
育
に
お
け
る
能
動
的
学
修
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
へ
の
転
換
の
必
要
性
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
「
学
生
に
は
事
前
準
備
・
授
業
受
講
・
事
後
展
開
を
通
し
て
主
体
的
な
学
修
に
要
す
る
総
学
修
時
間
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
一
方
、
教
育
を
担
当
す
る
教
員
の
側
に
は
、
学
生
の
主
体
的
な
学
修
の
確
立
の
た
め
に
、
教
員
と
学
生
あ
る
い
は
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
授
業
方
法
の
工
夫
、
十
分
な
授
業
の
準
備
、
学
生
の
学
修
へ
の
き
め
の
細
か
い
支
援
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。」「
双
方
向
の
授
業
を
進
め
、
十
分
な
準
備
を
し
て
き
た
学
生
の
力
を
伸
ば
す
に
は
、
教
員
が
当
該
分
野
及
び
関
連
諸
分
野
の
学
術
研
究
の
動
向
に
精
通
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
─　　─４３
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
の
実
践
と
課
題
─
─『
伊
勢
物
語
』
の
場
合
─
─
小
　
川
　
満
　
江
に
は
教
員
が
自
ら
の
研
究
力
を
高
め
る
努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」
と
あ
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
学
生
に
と
っ
て
も
教
員
に
と
っ
て
も
、
時
間
を
か
け
て
、
準
備
し
、
工
夫
し
、
研
究
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
重
さ
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
本
答
申
の
「
８
．
今
後
の
具
体
的
な
改
革
法
策
②
本
審
議
会
に
お
い
て
速
や
か
に
審
議
を
開
始
す
る
事
項
」
に
は
「
高
等
学
校
に
お
い
て
知
識
・
技
能
の
確
実
な
習
得
と
と
も
に
、
言
語
活
動
、
探
求
活
動
や
社
会
体
験
活
動
等
を
通
し
て
批
判
的
・
合
理
的
な
思
考
力
や
学
習
意
欲
、
倫
理
的
・
社
会
的
能
力
、
チ
ー
ム
で
行
動
で
き
る
力
を
育
成
し
、
大
学
に
お
い
て
専
門
分
野
の
学
修
を
通
じ
こ
れ
ら
の
汎
用
能
力
を
更
に
伸
ば
す
」
と
あ
る
が
、
高
等
学
校
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
　
溝
上
慎
一
氏
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
「
一
方
向
的
な
知
識
伝
達
型
講
義
を
聴
く
と
い
う
（
受
動
的
）
学
習
を
乗
り
越
え
る
意
味
で
の
あ
ら
ゆ
る
能
動
的
な
学
習
の
こ
と
。
能
動
的
な
学
習
に
は
書
く
・
話
す
・
発
表
す
る
な
ど
の
活
動
へ
の
関
与
と
、
そ
こ
で
生
じ
る
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
外
化
を
伴
う
。」（『
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
教
授
学
習
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
』
Ｐ
７
）
と
定
義
し
て
い
る
。
定
義
で
「
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
外
化
を
伴
う
」
と
あ
え
て
加
え
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
は
、
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
認
知
機
能
の
育
成
、
す
な
わ
ち
技
能
・
態
度
（
能
力
）
の
育
成
と
い
う
課
題
も
込
め
ら
れ
て
い
る
」（
同
書
Ｐ
　
）
と
説
明
が
あ
る
。
ま
た
「
認
知
プ
ロ
セ
１０
ス
」
に
つ
い
て
は
「
認
知
心
理
学
の
枠
組
み
を
参
考
に
し
て
、
知
覚
・
記
憶
・
言
語
、
思
考
（
論
理
的
／
批
判
的
／
創
造
的
思
考
／
、
推
論
、
判
断
、
意
思
決
定
、
問
題
解
決
な
ど
）
と
い
っ
た
心
的
表
象
と
し
て
の
情
報
プ
ロ
セ
ス
を
指
す
」
（
同
書
Ｐ
　
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
１０
　
松
下
佳
代
氏
は
「
大
学
で
の
学
習
は
単
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ィ
ー
プ
で
あ
る
べ
き
だ
」（
松
下
佳
代
編
著
『
デ
ィ
ー
プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
』
Ｐ
１
）
と
述
べ
、
デ
ィ
ー
プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
提
唱
す
る
。
そ
し
て
デ
ィ
ー
プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
「
学
生
が
他
者
と
関
わ
り
な
が
ら
、
対
象
世
界
を
深
く
学
び
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
と
結
び
つ
け
る
と
同
時
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
な
学
習
」（
同
書
Ｐ
　
）
２３
と
定
義
し
、「
デ
ィ
ー
プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
学
習
の
『
深
さ
』
に
目
を
向
け
る
が
、『
深
さ
』
の
系
譜
と
し
て
、
少
な
く
と
も
『
深
い
学
習
』『
深
い
理
解
』『
深
い
関
与
』
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る
能
動
性
を
〈
内
的
活
動
に
お
け
る
能
動
性
〉
と
〈
外
的
活
動
に
お
け
る
能
動
性
〉
の
２
次
元
で
捉
え
れ
ば
、
デ
ィ
ー
プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
外
的
活
動
に
お
け
る
能
動
性
だ
け
で
な
く
内
的
活
動
に
お
け
る
能
動
性
も
重
視
し
た
学
習
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」（
Ｐ
　
）
と
ま
と
め
て
い
る
。
２４
　
い
ず
れ
に
し
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
め
ざ
す
こ
と
は
、「
汎
用
的
能
力
の
育
成
」「
認
知
機
能
の
育
成
」
で
あ
り
、
深
い
学
び
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
つ
な
げ
て
い
け
る
」
力
、「
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
」
が
で
き
る
力
の
育
成
で
あ
る
。
　
溝
上
氏
は
フ
ィ
ン
ク
の
提
示
す
る
「
意
義
あ
る
学
習
経
験
」
の
要
素
を
「
・
基
礎
的
知
識
（
鍵
と
な
る
概
念
、
用
語
、
関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
と
記
憶
）・
応
用
（
学
習
内
容
を
利
用
・
適
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
知
る
）・
統
合
（
主
題
を
他
の
主
題
と
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
）・
人
間
の
次
元
（
主
題
を
学
習
す
る
こ
と
で
、
個
人
的
・
社
会
的
示
唆
を
得
る
）・
関
心
を
向
け
る
（
主
題
に
関
し
て
関
心
を
持
つ
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
学
ぼ
う
と
す
る
）・
学
び
方
を
学
ぶ
（
授
業
が
終
わ
っ
た
後
も
、
主
題
に
つ
い
て
学
び
続
け
る
方
法
を
知
る
）」（
同
書
Ｐ
　
）
１９
─　　─４４
と
紹
介
し
て
い
た
。
実
際
に
授
業
を
構
想
す
る
上
で
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
で
あ
る
。
　
高
等
学
校
で
は
多
く
の
履
修
科
目
が
あ
り
、「
知
識
・
技
能
の
確
実
な
習
得
」
で
さ
え
多
く
の
生
徒
に
と
っ
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
高
等
学
校
国
語
科
に
お
い
て
、
知
識
・
技
能
の
確
実
な
習
得
と
と
も
に
、
汎
用
的
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
た
ら
よ
い
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。
　
筆
者
は
か
っ
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
論
を
知
ら
な
い
こ
ろ
、
大
村
は
ま
氏
の
単
元
学
習
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
少
し
で
も
生
か
そ
う
と
し
て
、
高
等
学
校
の
現
代
文
や
古
典
の
授
業
で
、
生
徒
の
主
体
性
を
促
す
授
業
を
計
画
し
、
実
践
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
授
業
実
践
を
報
告
、
分
析
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
あ
り
方
や
効
果
、
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
２
　
単
元
設
定
の
理
由
・
教
材
観
　
広
島
県
立
府
中
高
校
三
年
生
を
対
象
に
、
平
成
二
十
年
四
月
、
古
典
学
習
へ
の
不
安
を
聞
い
た
と
き
、
和
歌
の
解
釈
を
あ
げ
た
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
和
歌
の
解
釈
は
、
一
語
一
語
を
正
確
に
押
さ
え
つ
つ
、
背
景
、
修
辞
法
を
考
慮
し
、
少
な
い
字
数
の
中
に
含
ま
れ
る
豊
か
な
世
界
を
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
高
校
生
に
と
っ
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
授
業
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
和
歌
を
扱
い
、
和
歌
に
親
し
ま
せ
る
こ
と
で
、
苦
手
意
識
を
少
し
で
も
ぬ
ぐ
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
授
業
者
の
説
明
中
心
の
授
業
で
な
く
、
生
徒
自
ら
が
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
、
質
問
を
出
し
合
う
中
で
、
和
歌
へ
の
理
解
を
深
め
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え
、『
伊
勢
物
語
』
を
教
材
と
す
る
単
元
計
画
を
練
っ
た
。
　『
伊
勢
物
語
』
を
教
材
と
し
た
理
由
は
、
①
一
年
次
に
学
習
し
た
歌
物
語
で
あ
る
こ
と
、
②
登
場
人
物
の
行
動
や
心
情
を
描
写
し
、
歌
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
す
る
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
③
男
女
の
愛
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
主
従
、
親
子
、
兄
弟
、
友
と
の
愛
な
ど
も
描
か
れ
て
い
る
愛
の
物
語
で
生
徒
が
親
し
み
や
す
い
作
品
で
あ
る
こ
と
、
④『
伊
勢
物
語
』
を
読
む
こ
と
で
、
物
語
文
学
の
原
型
を
確
か
め
、「
み
や
び
」
や
「
ま
こ
と
」
の
心
の
源
流
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
で
あ
る
。
　
三
年
生
は
、
二
学
期
の
前
半
で
教
科
書
教
材
を
終
え
、
後
半
は
、
入
試
問
題
演
習
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
演
習
の
授
業
と
並
行
し
て
、
和
歌
の
解
釈
を
中
心
と
す
る
『
伊
勢
物
語
』
の
授
業
を
展
開
す
る
方
法
と
し
て
考
え
つ
い
た
の
が
帯
単
元
で
あ
る
。
　
帯
単
元
は
、
平
成
十
八
年
度
に
「
こ
の
語
に
注
目
」（
一
単
語
を
取
り
あ
げ
、
語
源
、
意
味
、
用
例
な
ど
を
発
表
さ
せ
る
も
の
）
と
し
て
、
平
成
十
九
年
度
に
「『
伊
勢
物
語
』
を
読
む
」（
各
段
か
ら
一
語
を
取
り
あ
げ
て
説
明
さ
せ
た
り
、
和
歌
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
さ
せ
る
も
の
）
と
し
て
、
実
施
し
て
い
る
。「
こ
の
語
に
注
目
」
は
、
ク
ラ
ス
全
員
に
対
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、「『
伊
勢
物
語
』
を
読
む
」
は
計
画
の
不
備
で
、
七
回
程
度
し
か
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
平
成
二
十
年
度
は
計
画
し
た
こ
と
が
や
り
き
れ
る
よ
う
に
単
元
計
画
を
綿
密
に
立
て
、
準
備
し
て
実
施
し
た
。
　
そ
の
後
、
同
じ
単
元
を
平
成
二
十
四
年
度
広
島
県
立
尾
道
北
高
校
二
年
生
授
業
担
当
ク
ラ
ス
を
対
象
に
実
施
し
た
。
単
元
設
定
の
理
由
と
し
て
、
高
校
二
年
次
に
一
つ
の
古
典
作
品
の
中
か
ら
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
教
材
を
扱
い
た
か
っ
た
こ
と
、
各
段
の
学
習
に
も
っ
と
時
間
を
か
け
る
た
め
に
、
帯
単
元
で
な
い
計
画
で
実
施
し
た
か
っ
た
こ
と
の
二
点
が
加
わ
る
。
─　　─４５
３
　
単
元
実
施
に
あ
た
っ
て
（
１
）
教
材
の
選
定
　『
伊
勢
物
語
』
か
ら
二
十
四
段
分
の
教
材
を
選
定
し
た
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
『
伊
勢
物
語
』
に
関
す
る
書
物
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
生
徒
が
興
味
を
持
ち
そ
う
な
段
で
あ
る
こ
と
、
展
開
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
愛
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
た
。
（
２
）
学
習
の
手
引
き
〔
資
料
１
〕
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
　
手
引
き
に
は
学
習
目
標
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
上
で
の
留
意
事
項
、
発
表
や
聴
く
こ
と
に
お
け
る
留
意
事
項
を
示
し
て
い
る
、
留
意
事
項
は
学
習
目
標
に
沿
っ
て
い
る
。
本
文
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
場
面
・
景
・
事
物
、
登
場
人
物
の
状
況
・
行
動
・
心
情
を
整
理
す
る
こ
と
、
和
歌
に
つ
い
て
は
景
・
事
物
と
心
情
の
か
か
わ
り
、
修
辞
法
を
押
さ
え
て
解
釈
す
る
こ
と
を
要
と
し
た
。
発
表
に
つ
い
て
は
、
時
間
や
説
明
の
仕
方
を
提
示
し
て
い
る
。
４
　
帯
単
元
で
の
実
践
（
１
）
対
象
生
徒
　
広
島
県
立
府
中
高
校
三
年
四
、
五
、
六
組
（
文
系
発
展
講
座
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
名
（
男
子
五
名
・
女
子
十
九
名
）
（
２
）
指
導
観
　
二
十
四
名
の
生
徒
一
人
一
人
に
別
々
の
教
材
を
与
え
、
発
表
形
式
の
単
元
を
実
施
し
よ
う
と
考
え
た
。
生
徒
た
ち
は
、
素
直
で
授
業
に
前
向
き
で
あ
り
、
与
─　　─４６
〔
資
料
１
〕
え
ら
れ
た
課
題
に
は
き
ち
ん
と
取
り
組
む
。
本
単
元
で
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
、
整
理
し
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
と
と
も
に
、
聴
く
者
に
も
発
表
内
容
を
共
有
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
習
へ
の
主
体
的
態
度
を
養
い
、
古
典
学
習
に
お
け
る
基
礎
の
定
着
と
学
習
の
広
が
り
や
深
化
を
図
ろ
う
と
考
え
た
。
（
３
）
単
元
の
目
標
①
登
場
人
物
の
行
動
や
心
情
に
着
目
し
て
、
本
文
の
内
容
を
把
握
す
る
。
②
景
・
事
物
・
心
情
等
に
留
意
し
て
、
和
歌
を
解
釈
す
る
。
③
歌
物
語
に
お
け
る
和
歌
の
あ
り
方
を
理
解
す
る
。
④
ま
と
め
た
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
聴
き
手
に
よ
く
伝
わ
る
よ
う
説
明
す
る
。
⑤
発
表
者
の
読
み
取
り
を
共
有
し
て
内
容
理
解
を
深
め
る
。
（
４
）
単
元
の
評
価
規
準
ア
　
関
心
意
欲
・
態
度
①
主
体
的
に
読
解
し
、
作
品
世
界
を
味
わ
お
う
と
す
る
。
②
物
語
文
学
に
お
け
る
和
歌
に
関
心
を
持
つ
。
イ
　
話
す
・
聞
く
能
力
①
整
理
し
た
こ
と
を
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
発
表
を
集
中
し
て
聴
き
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
点
は
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
　
書
く
能
力
①
発
表
資
料
を
、
わ
か
り
や
す
く
工
夫
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
和
歌
の
解
釈
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
エ
　
読
む
能
力
①
場
面
や
登
場
人
物
の
行
動
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
本
文
の
展
開
と
和
歌
と
の
関
連
を
理
解
す
る
こ
と
で
き
る
。
③
景
や
事
物
、
心
情
に
留
意
し
て
和
歌
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
で
き
る
。
オ
　
知
識
・
理
解
①
難
語
句
の
意
味
を
調
べ
、
理
解
す
る
こ
と
で
き
る
。
②
和
歌
の
修
辞
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
５
）
単
元
の
展
開
第
一
時
○
教
材
集
を
配
布
す
る
。（
教
材
集
は
選
択
し
た
二
十
四
段
の
本
文
と
注
 
釈
の
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
る
。）
　
　
　
○
授
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
○
担
当
の
段
を
決
定
す
る
。
第
二
時
○
学
習
の
ね
ら
い
を
確
認
す
る
。
　
　
　
○「
学
習
の
手
引
き
」
に
沿
っ
て
、
発
表
資
料
の
作
り
方
や
、
発
表
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
　
　
　
○
担
当
の
段
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
資
料
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
を
作
成
さ
せ
る
。（
発
表
資
料
作
成
時
は
、
四
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
相
談
さ
せ
た
。）
第
三
時
○
一
段
、
二
段
、
四
段
、
五
段
に
つ
い
て
、
担
当
者
に
発
表
さ
せ
る
。
　
　
　
○
発
表
後
は
質
疑
応
答
さ
せ
る
。
　
　
　
○
和
歌
を
中
心
に
し
て
一
段
、
二
段
、
三
段
、
五
段
の
内
容
を
把
握
さ
せ
る
。
※
第
一
時
を
実
施
し
た
の
が
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
で
あ
る
。
第
三
時
は
平
成
二
十
年
十
一
月
七
日
（
金
）
５
限
目
（
　
：
　
～
　
：
　
）
に
公
開
研
１３
３０
１４
２０
究
授
業
と
し
て
実
施
し
た
。
広
島
県
教
育
研
究
会
国
語
部
会
の
事
業
の
一
環
で
あ
る
。
こ
の
第
三
時
以
降
は
帯
単
元
的
に
『
伊
勢
物
語
』
を
扱
っ
た
。
各
時
間
の
は
じ
め
に
、
一
段
に
つ
き
、
十
分
程
度
と
っ
て
発
表
、
質
疑
を
さ
せ
た
。
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
十
四
時
間
分
の
授
業
の
は
じ
め
を
使
い
、
最
終
（
　
分
）
２５
─　　─４７
段
（
百
二
十
三
段
）
を
扱
っ
た
の
は
一
月
九
日
の
授
業
で
あ
っ
た
。
各
時
と
も
残
り
の
時
間
は
問
題
演
習
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
（
６
）
第
三
時
の
展
開
〈
　
目
標
　
〉
①
ま
と
め
た
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
聴
き
手
に
よ
く
伝
わ
る
よ
う
説
明
す
る
。
②
発
表
者
の
説
明
や
質
疑
を
通
し
て
、
場
面
・
登
場
人
物
の
行
動
・
心
情
を
理
解
す
る
。
③
発
表
者
の
説
明
や
質
疑
を
通
し
て
、
文
と
和
歌
と
の
つ
な
が
り
、
和
歌
の
内
容
を
理
解
す
る
。
〈
　
展
開
　
〉
ａ
　
学
習
活
動
①
・
一
段
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
こ
と
を
担
当
者
が
発
表
す
る
。
・
質
疑
応
答
。
②
・
二
段
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
こ
と
を
担
当
者
が
発
表
す
る
。
・
質
疑
応
答
。
③
・
四
段
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
こ
と
を
担
当
者
が
発
表
す
る
。
・
質
疑
応
答
。
④
・
五
段
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
こ
と
を
担
当
者
が
発
表
す
る
。
・
質
疑
応
答
。
ｂ
　
指
導
上
の
留
意
点
○
発
表
、
質
疑
後
、
内
容
把
握
に
関
し
て
不
十
分
な
と
こ
ろ
あ
れ
ば
説
明
を
加
え
る
。
○
必
要
で
あ
れ
ば
、
本
文
と
和
歌
と
の
関
連
や
和
歌
に
お
け
る
心
情
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
。
○
一
段
に
つ
い
て
は
初
段
と
し
て
の
役
割
に
触
れ
る
。
○
一
年
次
、
学
習
し
た
「
芥
川
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
四
段
、
五
段
と
の
関
連
を
押
さ
え
る
。
ｃ
　
評
価
規
準
○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
わ
か
り
や
す
く
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
ま
と
め
た
こ
と
を
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
和
歌
を
中
心
に
し
た
本
文
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ｄ
　
評
価
方
法
○
発
表
　
　
○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
　
　
○
行
動
観
察
（
７
）
生
徒
の
反
応
・
態
度
①
　
発
表
資
料
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
の
作
成
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
作
成
に
使
っ
た
授
業
時
間
は
一
時
間
の
み
で
あ
っ
た
。
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
段
に
つ
い
て
黙
読
し
、
構
想
を
練
っ
た
り
下
書
き
を
し
た
り
と
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
グ
ル
ー
プ
内
で
互
い
に
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
な
ど
聞
き
あ
っ
て
い
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
完
成
は
課
題
と
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
意
欲
的
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
資
料
を
作
成
し
て
い
る
。〔
資
料
２
〕
②
　
発
表
の
態
度
　
声
の
大
き
さ
、
テ
ン
ポ
、
説
明
の
仕
方
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
適
切
で
あ
っ
た
。
発
表
の
方
法
に
つ
い
て
は
第
二
時
に
説
明
し
た
だ
け
で
そ
の
後
指
導
は
し
て
い
な
い
が
、
三
年
生
で
し
か
も
力
量
の
あ
る
生
徒
た
ち
で
あ
り
、
堂
々
と
し
た
発
表
を
行
っ
た
。
③
　
質
疑
　
普
段
か
ら
生
徒
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
う
ま
く
い
っ
て
お
り
、
温
か
い
雰
囲
気
を
持
つ
授
業
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
の
で
、
質
疑
は
活
発
で
あ
り
、
生
徒
は
や
り
と
り
を
楽
し
ん
で
い
た
。
お
互
い
に
学
び
あ
お
う
と
す
る
姿
勢
も
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
た
だ
積
極
的
に
質
問
す
る
生
徒
と
そ
う
で
な
い
生
徒
と
の
差
は
あ
っ
た
。
自
ら
質
問
を
し
な
い
生
徒
に
は
、
授
業
者
が
促
し
、
一
回
以
上
は
─　　─４８
質
問
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
全
体
の
展
開
の
中
で
全
く
質
問
を
し
な
か
っ
た
生
徒
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
（
８
）
単
元
終
了
後
の
生
徒
の
感
想
と
分
析
　
二
十
四
名
の
発
表
を
終
え
て
、
①
担
当
・
発
表
を
通
し
て
、
②
発
表
を
聴
い
て
、
③
質
疑
を
通
し
て
、
④
そ
の
他
に
つ
い
て
、
感
想
を
書
か
せ
た
。
①
か
ら
④
に
つ
い
て
は
、
全
部
埋
め
な
く
て
も
書
け
る
項
目
に
つ
い
て
書
く
よ
う
指
示
し
た
。
次
は
生
徒
の
感
想
の
内
容
と
そ
の
分
析
で
あ
る
。
①
担
当
・
発
表
を
通
し
て
ア
　
担
当
し
た
段
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
く
中
で
、
和
歌
が
重
要
な
役
割
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
発
表
す
る
と
き
、
う
ま
く
説
明
す
る
の
は
難
し
い
と
思
っ
た
。
イ
　
み
ん
な
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ま
と
め
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
歌
で
伝
え
た
か
っ
た
真
意
を
読
み
取
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
ウ
　
こ
う
い
う
機
会
は
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で
緊
張
し
た
。
和
歌
の
訳
と
か
が
難
し
か
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
と
か
で
自
分
の
担
当
し
た
と
こ
ろ
が
出
た
ら
満
点
と
れ
る
気
が
し
ま
す
。
エ
　
担
当
し
た
段
は
短
い
も
の
だ
っ
た
た
め
、
文
章
の
内
容
と
和
歌
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
和
歌
の
解
釈
で
は
文
章
全
体
を
踏
ま
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
オ
　
一
つ
の
和
歌
を
こ
ん
な
に
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
は
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
今
回
は
い
い
機
会
に
な
っ
た
。
調
べ
て
い
く
う
ち
に
和
歌
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
が
次
々
と
わ
か
っ
て
、
そ
れ
を
想
像
し
な
が
ら
読
む
と
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
─　　─４９
〔
資
料
２
〕
カ
　
や
は
り
和
歌
は
難
し
い
と
思
っ
た
。
キ
　
担
当
し
た
章
を
調
べ
る
こ
と
で
和
歌
が
当
時
の
暮
ら
し
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
和
歌
が
上
手
で
あ
れ
ば
愛
さ
れ
幸
せ
に
も
な
れ
、
和
歌
こ
そ
が
当
時
の
人
々
の
生
活
や
人
生
の
中
心
だ
っ
た
の
だ
な
と
感
じ
た
。
ク
　
古
文
の
中
で
も
和
歌
は
読
み
取
り
に
く
く
て
苦
手
意
識
が
強
か
っ
た
け
ど
、
自
分
の
担
当
の
段
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
調
べ
た
こ
と
で
深
く
理
解
で
き
た
と
思
う
。
ケ
　
歌
は
苦
手
な
の
で
避
け
が
ち
だ
っ
た
け
ど
、
こ
の
機
会
を
通
し
て
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
　
和
歌
の
解
釈
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
図
書
館
で
調
べ
て
、
ど
う
解
釈
す
る
の
か
理
解
で
き
た
。
和
歌
を
詠
む
と
き
、
題
に
つ
い
て
の
の
み
だ
け
で
な
く
、
別
の
意
味
も
含
ま
せ
て
詠
ん
で
い
た
り
し
た
の
で
、
昔
の
人
の
表
現
力
の
豊
か
さ
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
サ
　
自
分
で
調
べ
て
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
段
で
は
あ
る
け
ど
、
よ
く
理
解
で
き
た
。
ま
た
暇
が
で
き
た
ら
別
の
話
も
調
べ
て
み
た
い
と
う
。
シ
　
私
は
自
分
が
発
表
す
る
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
仕
上
げ
て
い
て
何
度
も
見
直
し
を
し
て
、「
何
を
質
問
さ
れ
て
も
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
思
わ
ぬ
質
問
に
か
な
り
焦
っ
た
。
そ
こ
で
、「
い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
ん
だ
な
あ
」
と
思
っ
た
。
ス
　
私
は
研
究
授
業
の
と
き
に
発
表
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
多
く
の
人
の
前
で
話
せ
て
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
セ
　
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
ソ
　
か
な
り
緊
張
し
て
疲
れ
た
。
タ
　
自
分
が
担
当
し
た
歌
は
、
一
度
授
業
で
扱
っ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
と
て
も
や
り
や
す
か
っ
た
。
授
業
で
や
っ
た
と
き
に
疑
問
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
理
解
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
。
チ
　
私
は
「
鶉
」
を
担
当
し
、
何
か
以
前
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
以
前
よ
り
内
容
的
に
も
心
情
的
に
も
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
は
「
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
終
わ
り
」
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
け
ど
、
自
分
の
解
釈
を
人
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
ま
と
め
る
と
い
う
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
や
る
気
が
お
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ツ
　
先
生
方
が
た
く
さ
ん
見
て
い
る
中
で
の
発
表
は
少
し
緊
張
し
た
が
笑
い
も
あ
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
満
足
で
き
る
発
表
だ
っ
た
。
テ
　
難
し
い
内
容
の
文
だ
っ
た
の
で
、
か
な
り
手
こ
ず
っ
た
。
当
時
の
人
の
考
え
方
や
様
子
を
知
る
に
は
い
い
機
会
だ
っ
た
と
思
う
。
②
発
表
を
聴
い
て
ア
　
本
文
の
展
開
を
図
で
表
し
た
り
、
歌
を
詠
ん
だ
と
き
の
作
者
の
気
持
ち
を
例
を
使
っ
て
説
明
し
た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
い
て
聴
い
て
い
て
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
イ
　供
み
ん
な
す
ご
い
！
僑
こ
の
一
言
に
本
当
に
尽
き
る
。
絵
と
か
も
あ
っ
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
し
、
質
問
に
も
ち
ゃ
ん
と
答
え
ら
れ
て
い
て
発
想
力
に
も
感
心
！
ウ
　
ど
の
発
表
も
と
て
も
詳
し
く
調
べ
て
い
て
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
エ
　
そ
れ
ぞ
れ
、
図
や
絵
を
描
い
て
わ
か
り
や
す
い
プ
リ
ン
ト
を
作
っ
て
い
─　　─５０
た
の
で
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
オ
　
恋
の
話
が
多
く
て
、
今
の
若
者
の
感
覚
と
は
違
う
昔
の
人
々
の
行
動
や
言
葉
に
驚
い
た
り
感
心
し
た
り
し
た
。
み
ん
な
ま
と
め
方
が
上
手
な
の
で
聴
い
て
い
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
し
楽
し
か
っ
た
。
カ
　
み
ん
な
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
た
し
、
自
分
な
り
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
て
い
い
勉
強
に
な
っ
た
。
キ
　
人
に
よ
っ
て
分
か
り
や
す
い
、
分
か
り
に
く
い
が
あ
っ
て
、
自
分
も
こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
な
あ
と
か
ま
と
め
か
た
を
他
の
方
法
で
も
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
っ
た
。
ク
　
み
ん
な
が
す
ご
く
深
い
と
こ
ろ
ま
で
調
べ
て
い
た
の
で
少
し
焦
っ
た
。
も
っ
と
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
調
べ
れ
ば
よ
か
っ
た
。
ケ
　
発
表
す
る
人
の
最
初
の
音
読
で
で
き
る
だ
け
内
容
理
解
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
し
た
。
た
だ
内
容
理
解
だ
け
を
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
入
試
で
こ
の
文
章
が
出
題
さ
れ
た
と
思
っ
て
読
む
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
コ
　
い
ろ
ん
な
和
歌
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
サ
　
勉
強
に
な
っ
た
。
シ
　
有
名
な
歌
か
ら
そ
う
で
な
い
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
歌
を
詠
む
状
況
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
興
味
を
持
っ
た
。
ス
　
自
分
が
知
ら
な
い
内
容
の
話
も
、
少
し
知
っ
て
い
る
話
も
み
ん
な
の
発
表
内
容
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
一
度
こ
ん
な
風
な
内
容
か
な
？
と
予
想
し
た
後
で
発
表
を
聴
い
て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
が
あ
る
と
か
ど
ち
ら
に
も
と
れ
る
よ
う
な
表
現
が
あ
っ
て
面
白
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
セ
　
ど
の
和
歌
も
作
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
。
和
歌
は
作
る
の
も
大
変
だ
ろ
う
け
ど
、
解
釈
す
る
の
も
難
し
い
の
で
、
送
っ
た
相
手
に
暗
に
含
ん
だ
意
図
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
思
っ
た
。
ソ
　
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
が
詠
ま
れ
た
状
況
、
人
物
の
心
情
な
ど
、
現
代
に
通
じ
る
も
の
が
多
く
、
共
感
で
き
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
タ
　
い
ろ
ん
な
話
を
聞
い
た
け
ど
、
ど
の
話
の
中
で
も
登
場
人
物
が
気
持
ち
を
表
現
し
た
り
、
誰
か
に
伝
え
よ
う
と
す
る
時
に
和
歌
を
詠
ん
で
い
て
昔
の
人
に
と
っ
て
、
和
歌
は
大
切
な
表
現
方
法
だ
っ
た
の
だ
な
あ
と
実
感
し
ま
し
た
。
チ
　
古
典
常
識
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
。
ツ
　『
伊
勢
物
語
』
の
中
に
は
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
話
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
③
質
疑
を
通
し
て
ア
　
和
歌
は
、
掛
詞
な
ど
意
味
が
深
い
な
と
思
っ
た
け
ど
、
少
し
ず
つ
内
容
か
ら
和
歌
は
読
み
取
れ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
イ
　
細
か
く
調
べ
て
い
た
の
で
質
問
す
る
部
分
を
探
す
の
が
大
変
だ
っ
た
。
ウ
　
み
ん
な
よ
く
調
べ
て
い
た
の
で
、
答
え
ら
れ
て
い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。
エ
　
我
な
が
ら
、
な
か
な
か
い
い
質
問
が
で
き
た
気
が
…
。
オ
　
気
の
き
い
た
質
問
が
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
カ
　
自
分
で
は
全
て
理
解
し
た
つ
も
り
で
も
他
の
人
の
質
問
に
よ
っ
て
自
分
が
疑
問
に
思
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
一
層
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
─　　─５１
キ
　
そ
の
後
が
気
に
な
る
終
わ
り
方
を
し
て
い
る
物
語
が
い
く
つ
か
あ
っ
て
み
ん
な
の
想
像
の
仕
方
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
ク
　
解
釈
の
仕
方
で
疑
問
に
思
っ
た
と
こ
ろ
を
、
分
か
る
ま
で
き
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
理
解
が
深
ま
っ
た
。
ケ
　
楽
し
か
っ
た
。
コ
　
他
の
人
は
な
か
な
か
鋭
い
と
こ
ろ
を
つ
い
て
い
る
な
あ
と
思
っ
た
。
サ
　
私
も
何
回
か
当
た
っ
て
質
問
を
し
た
け
ど
、
み
ん
な
き
ち
ん
と
調
べ
て
い
て
解
り
や
す
く
答
え
て
く
れ
理
解
が
深
ま
っ
た
。
自
分
の
反
省
点
は
、
積
極
的
に
挙
手
し
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
シ
　
難
し
い
質
問
を
さ
れ
て
も
臨
機
応
変
に
答
え
て
い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。
質
疑
を
通
し
て
考
え
も
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
　
自
分
で
も
気
が
付
か
な
か
っ
た
疑
問
な
ど
が
多
く
、
勉
強
に
な
っ
た
質
問
も
思
い
も
よ
ら
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
よ
り
物
語
の
世
界
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
う
。
セ
　
修
辞
法
や
単
語
な
ど
の
覚
え
き
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
再
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
本
文
に
は
記
述
が
な
い
部
分
も
、
質
疑
を
通
し
て
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
タ
　
も
っ
と
積
極
的
に
質
問
が
で
き
て
い
た
ら
よ
か
っ
た
け
ど
、
普
段
か
ら
何
に
対
し
て
も
疑
問
を
持
つ
く
せ
が
な
い
の
で
、
考
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
チ
　
昔
と
今
で
は
違
う
常
識
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
、
理
解
し
に
く
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
質
疑
を
通
し
て
解
釈
で
き
た
り
し
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
④
そ
の
他
ア
　
今
後
も
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
で
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
。
イ
　
こ
の
時
間
も
ほ
ん
と
に
ス
キ
で
し
た
。
楽
し
く
で
き
て
、
他
の
ク
ラ
ス
に
は
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
こ
の
ク
ラ
ス
で
よ
か
っ
た
。
ウ
　
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二
次
ま
で
和
歌
の
克
服
に
努
め
て
、
他
の
受
験
生
に
差
を
つ
け
た
い
。
エ
　
こ
の
機
会
を
通
し
て
前
よ
り
和
歌
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
毎
回
み
ん
な
の
発
表
を
聴
く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
オ
　
和
歌
だ
け
を
集
中
的
に
学
習
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
う
。
カ
　
最
初
は
と
て
も
大
変
そ
う
で
嫌
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
ま
た
発
表
を
聴
い
て
い
る
う
ち
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
受
験
が
終
わ
っ
た
ら
も
っ
と
伊
勢
物
語
を
調
べ
て
み
た
い
で
す
。
素
敵
な
機
会
を
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
キ
　
普
通
に
授
業
し
て
い
る
だ
け
で
は
ふ
れ
る
こ
と
の
な
い
た
く
さ
ん
の
作
品
と
出
会
え
て
よ
か
っ
た
。
ク
　
歌
は
難
し
い
と
思
っ
た
。
〈
　
感
想
の
分
析
　
〉
○
　
各
段
に
つ
い
て
調
べ
、
ま
と
め
、
発
表
す
る
と
い
う
活
動
へ
の
関
与
に
積
極
的
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
○
　
和
歌
の
解
釈
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
も
の
の
、
調
べ
て
、
説
明
す
る
と
い
う
活
動
を
通
し
て
、
背
景
や
役
割
な
ど
も
含
め
て
和
歌
に
対
す
る
理
解
が
─　　─５２
深
ま
っ
た
と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
。「
和
歌
理
解
に
つ
い
て
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
の
外
化
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
○
　
担
当
し
た
以
外
の
段
も
調
べ
た
い
と
い
う
意
欲
を
示
し
て
い
る
感
想
も
あ
っ
た
。「
汎
用
的
能
力
育
成
」
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
○
　
他
者
の
発
表
資
料
の
わ
か
り
や
す
さ
や
発
表
の
仕
方
の
う
ま
さ
に
感
心
し
し
、
和
歌
の
理
解
を
深
め
た
り
、「
伊
勢
物
語
」
学
習
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
質
疑
や
話
し
合
い
な
ど
の
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
（
９
）　
課
題
　
帯
単
元
形
態
で
時
間
を
限
っ
て
の
学
習
を
展
開
し
た
が
、
話
し
合
い
や
ま
と
め
の
時
間
を
十
分
と
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
場
面
が
あ
っ
た
。
教
材
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
も
っ
と
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
段
も
あ
る
。
授
業
を
通
し
て
理
解
が
深
ま
っ
た
と
い
う
感
想
が
多
く
あ
っ
た
が
、
生
徒
の
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
の
深
ま
り
で
あ
り
、
和
歌
の
世
界
や
『
伊
勢
物
語
』
の
世
界
そ
の
も
の
の
深
さ
や
広
が
り
に
及
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
。
　
発
表
は
全
員
が
行
い
、
質
問
に
つ
い
て
は
各
生
徒
が
少
な
く
と
も
一
度
は
行
っ
た
が
、
生
徒
同
士
の
や
り
と
り
で
は
、
積
極
的
に
発
言
す
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
の
差
は
あ
っ
た
。
５
　
三
単
位
の
う
ち
一
単
位
を
使
っ
た
実
践
（
１
）
対
象
生
徒
と
教
材
○
尾
道
北
高
校
二
年
文
系
（
一
、
二
、
三
組
）
Ｃ
講
座
（
発
展
講
座
）
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
二
十
二
名
（
男
子
七
名
・
女
子
十
五
名
）
○
教
材
　『
伊
勢
物
語
』
二
十
二
段
分
一
・
二
・
四
・
五
・
十
・
十
二
・
十
三
・
十
九
・
二
十
四
・
四
十
・
四
十
五
・
五
十
八
・
六
十
・
六
十
三
・
八
十
一
・
八
十
三
・
八
十
四
・
九
十
四
・
九
十
五
・
百
一
・
百
七
・
百
二
十
三
（
平
成
二
十
年
度
は
九
十
段
と
九
十
五
段
も
教
材
と
し
て
い
る
。）
（
２
）
単
元
の
展
開
　
二
年
生
文
系
古
典
の
単
位
数
は
三
単
位
で
あ
る
。
授
業
は
、
教
科
内
で
検
討
し
作
成
し
た
年
間
計
画
（
シ
ラ
バ
ス
）
の
も
と
に
展
開
し
て
い
る
。
計
画
で
示
し
て
い
る
教
材
は
全
講
座
共
通
し
て
必
ず
扱
う
。
担
当
ク
ラ
ス
は
発
展
講
座
な
の
で
、
生
徒
が
高
度
な
読
解
力
・
表
現
力
を
有
し
て
お
り
、『
伊
勢
物
語
』
学
習
を
計
画
に
加
え
て
も
こ
な
し
て
い
け
る
と
判
断
し
た
。
原
則
週
三
単
位
の
う
ち
一
単
位
を
使
っ
て
の
実
施
で
あ
る
が
、
シ
ラ
バ
ス
と
の
関
連
で
一
単
位
の
半
分
を
使
っ
て
実
施
し
た
こ
と
も
あ
る
。
５
／
　
に
授
業
の
後
半
で
単
元
の
説
明
を
１５
し
、
５
／
　
、
一
時
間
と
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
作
成
作
業
を
行
っ
た
。
続
け
て
２４
５
／
　
、
６
／
７
、
６
／
　
、
７
／
３
、
７
／
９
（
１
／
２
）、
７
／
　
（
１
／
３１
１４
１２
２
）、
７
／
　
（
１
／
２
）、
８
／
　
（
１
／
２
）、
８
／
　
（
１
／
２
）、
９
／
６
１７
２３
３０
（
１
／
２
）、　
／
　
、　
／
　
（
１
／
２
）、　
／
１
に
実
施
し
た
。
計
十
一
時
間
１０
１８
１０
２５
１１
分
の
時
間
を
か
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
期
間
に
、
平
行
し
て
扱
っ
た
教
材
は
、
『
十
訓
抄
』〈
行
成
と
実
方
〉、
故
事
・
寓
話
「
蟷
螂
之
斧
」「
病
入
膏
肓
」「
蛇
足
」、『
大
和
物
語
』〈
姥
捨
〉、『
枕
草
子
』〈
春
は
あ
け
ぼ
の
・
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
・
か
た
は
ら
い
た
き
も
の
・
村
上
の
先
帝
の
御
時
に
〉、
史
話
「
嚢
中
之
錐
」「
鼓
腹
撃
壌
」、『
更
級
日
記
』〈
源
氏
の
五
〇
余
巻
〉
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
改
訂
版
高
等
学
校
古
典
・
古
文
編
』（
第
一
学
習
社
）
所
収
の
教
材
で
あ
る
。
─　　─５３
（
３
）
生
徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
分
析
と
課
題
　
生
徒
た
ち
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、「
本
文
の
展
開
」
に
つ
い
て
、「
登
場
人
物
の
状
況
、
行
動
」「
登
場
人
物
の
心
情
」「
場
面
・
事
物
」
を
簡
潔
な
表
現
や
図
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
た
。
和
歌
の
解
釈
、
文
法
や
修
辞
説
明
は
古
語
辞
典
や
文
法
書
を
活
用
し
、
整
理
し
て
い
た
者
が
多
い
。
文
法
書
は
『
読
解
を
大
切
に
す
る
体
系
古
典
文
法
七
訂
版
』（
数
研
出
版
）、
古
語
辞
典
は
『
全
訳
読
解
古
語
辞
典
第
三
版
』（
三
省
堂
）
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
『
古
典
文
学
全
集
』
の
注
釈
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
作
成
し
て
い
た
。
　
全
体
的
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
完
成
度
は
高
い
も
の
で
あ
り
、
特
に
本
文
の
展
開
に
つ
い
て
は
図
を
有
効
に
使
っ
た
り
、
簡
潔
に
自
分
の
言
葉
で
整
理
し
た
り
し
て
各
段
の
展
開
の
把
握
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
間
違
い
は
な
か
っ
た
。
た
だ
細
か
い
解
釈
に
つ
い
て
は
不
十
分
で
あ
る
部
分
や
取
り
違
え
て
い
る
箇
所
も
あ
っ
た
。「
全
体
を
通
し
た
ポ
イ
ン
ト
・
感
想
等
」
の
欄
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
疑
問
点
や
感
想
に
は
、
各
段
内
容
の
本
質
に
か
か
わ
る
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
。
　
次
に
挙
げ
る
の
は
各
生
徒
が
「
全
体
を
通
し
た
ポ
イ
ン
ト
・
感
想
等
」
の
欄
に
書
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
平
成
二
十
年
度
は
こ
の
欄
の
記
述
が
や
や
少
な
か
っ
た
の
で
、
疑
問
点
等
も
含
め
て
し
っ
か
り
記
述
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
の
欄
の
記
述
を
中
心
に
、
生
徒
が
ど
こ
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
話
し
合
っ
た
か
等
、
授
業
展
開
を
思
い
起
こ
し
つ
つ
課
題
を
整
理
し
よ
う
と
思
う
。
○「
全
体
を
通
し
た
ポ
イ
ン
ト
・
感
想
等
」
（
Ａ
～
Ｖ
は
生
徒
を
１
～
　
は
段
を
示
す
。）
１２３
─　　─５４
Ａ １Ｂ ２Ｃ ４Ｄ ５Ｅ １０Ｆ １２Ｇ １８Ｈ １９
た
。
ま
た
、
二
つ
目
の
歌
は
一
つ
目
の
歌
の
返
歌
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
現
代
語
訳
し
て
い
く
う
ち
に
一
つ
目
の
歌
の
元
に
な
っ
た
歌
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
　
男
は
女
の
こ
と
が
好
き
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
通
っ
て
い
る
男
が
い
た
の
で
や
む
を
え
ず
、
女
の
家
を
後
に
す
る
が
、
未
練
の
残
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
歌
。
　
好
き
な
人
に
急
に
会
え
な
く
な
っ
た
時
の
悲
痛
で
孤
独
な
気
持
ち
が
と
て
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。
月
、
春
景
色
と
筆
者
の
気
持
ち
を
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
一
層
悲
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
思
っ
た
。
　
最
初
読
ん
だ
と
き
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
点
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
四
段
の
内
容
を
理
解
し
て
か
ら
読
ん
で
み
る
と
し
っ
か
り
と
内
容
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
和
歌
は
、
男
と
女
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
の
よ
う
な
役
割
を
し
た
も
の
だ
と
思
っ
た
。
女
は
な
ぜ
ひ
そ
か
な
所
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
　
最
初
に
和
歌
を
読
ん
だ
と
き
に
は
何
を
言
い
た
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
掛
詞
や
単
語
の
意
味
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
母
の
和
歌
の
修
辞
法
が
優
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
高
貴
な
家
柄
の
人
だ
っ
た
の
で
教
養
の
あ
る
人
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
た
だ
、
結
婚
す
る
娘
本
人
の
気
持
ち
が
直
接
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
娘
の
気
持
ち
を
知
り
た
い
。
　
古
今
和
歌
集
か
ら
歌
を
借
り
て
詠
ん
で
い
た
の
で
女
は
学
識
が
あ
り
、
い
い
家
の
娘
な
の
か
と
思
っ
た
。
　
田
舎
の
風
流
で
な
い
女
性
に
興
味
が
な
い
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
て
、
か
ら
か
い
を
上
手
く
あ
し
ら
っ
て
す
ば
ら
し
い
歌
を
詠
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
　
女
は
在
原
業
平
以
外
に
も
男
が
い
て
、
在
原
業
平
は
こ
の
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
。
女
の
浮
気
が
実
は
見
透
か
さ
れ
て
い
た
と
い
う
お
話
。
　
男
は
、
美
人
姉
妹
の
ど
ち
ら
に
一
目
惚
れ
し
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
─　　─５５
Ｉ ２４Ｊ ４０Ｋ ４５Ｌ ５８Ｍ ６０Ｎ ６３
　
和
歌
は
必
ず
修
辞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
④
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
和
歌
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。
で
も
内
容
を
理
解
し
や
す
い
の
で
、
テ
ス
ト
に
出
る
な
ら
こ
う
い
う
和
歌
が
い
い
な
と
も
思
っ
た
。「
三
年
行
方
不
明
な
ら
他
に
嫁
げ
る
」
と
い
っ
た
現
代
に
な
い
慣
習
が
み
ら
れ
る
の
で
違
っ
た
世
界
観
で
古
文
を
読
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
　「
絶
え
入
り
に
け
り
」（
意
識
不
明
に
な
る
）
と
い
う
表
現
に
驚
い
た
。
少
し
大
袈
裟
だ
け
ど
そ
こ
に
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
と
感
じ
た
。
そ
の
と
き
の
状
況
や
人
物
の
心
情
が
細
か
く
書
い
て
あ
り
読
み
や
す
か
っ
た
。
で
も
男
は
女
に
べ
た
惚
れ
だ
っ
た
が
、
女
の
気
持
ち
は
ほ
と
ん
ど
書
い
て
な
い
の
で
、
女
も
男
と
同
じ
ぐ
ら
い
好
き
だ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
。
　
外
出
す
る
の
さ
え
難
し
い
む
す
め
が
ど
の
よ
う
に
し
て
男
を
好
き
に
な
っ
た
の
か
気
に
な
っ
た
。
想
い
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
何
の
つ
な
が
り
も
な
い
む
す
め
の
た
め
に
ど
う
し
て
男
は
喪
に
服
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
幼
な
じ
み
の
女
た
ち
と
ふ
ざ
け
あ
っ
て
い
る
様
子
。
お
互
い
に
か
ら
か
い
あ
っ
て
「
鬼
」
と
呼
ん
だ
り
し
て
い
る
け
れ
ど
、
仲
良
く
ほ
ほ
え
ま
し
い
様
子
。
　
男
は
自
分
が
愛
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
妻
が
離
れ
て
い
っ
た
の
に
、
妻
の
前
で
和
歌
を
読
ん
で
、
結
局
男
は
、
妻
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
か
っ
た
の
か
な
あ
と
思
っ
た
。
　
在
原
業
平
は
、
女
が
来
た
こ
と
に
気
付
い
て
、
和
歌
①
を
詠
ん
だ
の
に
女
が
出
て
行
っ
た
様
子
を
見
て
、
ど
う
し
て
追
い
か
け
た
の
か
、
ま
た
女
と
同
じ
よ
う
に
の
ぞ
き
見
を
し
た
の
か
、
疑
問
に
思
っ
た
。
ま
た
、
「
う
ば
ら
、
か
ら
た
ち
に
か
か
り
て
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
ど
ち
ら
も
と
げ
が
多
い
植
物
な
の
で
、
女
が
和
歌
①
を
き
い
て
、
傷
つ
い
た
心
を
表
Ｏ ８１Ｐ ８０Ｑ ８４Ｒ ９４Ｓ ９６
し
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
た
。
こ
の
話
の
全
体
を
通
し
て
み
て
、
私
は
業
平
の
優
し
さ
か
ら
、
女
が
の
ぞ
き
見
を
し
た
り
、
傷
つ
い
た
り
、
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
も
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
優
し
さ
が
本
当
に
有
効
だ
っ
た
の
か
、
少
し
腑
に
落
ち
な
か
っ
た
。
　
こ
の
文
を
読
ん
で
い
る
と
、
主
人
公
の
在
原
業
平
も
出
て
こ
な
い
し
、
伊
勢
物
語
の
中
で
よ
く
あ
る
恋
愛
の
話
で
も
な
く
て
今
ま
で
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
文
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
後
半
に
六
十
以
上
あ
る
国
で
塩
竃
と
同
じ
よ
う
な
土
地
は
な
い
と
い
う
程
の
キ
レ
イ
で
美
し
い
塩
竃
と
い
う
土
地
を
一
度
見
て
み
た
い
で
す
。
文
自
体
は
そ
ん
な
に
難
し
く
な
か
っ
た
の
で
読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。
　
出
家
し
た
理
由
は
、
一
才
の
弟
に
帝
位
を
と
ら
れ
た
か
ら
、
と
い
う
説
の
方
が
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
落
ち
込
ん
で
何
も
手
に
つ
か
な
い
様
子
の
親
王
を
見
て
も
な
お
仕
え
て
い
た
い
と
思
え
る
翁
は
、
す
ご
い
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。
　
親
子
愛
が
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
た
。
た
だ
、
な
ぜ
病
気
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
急
ぎ
の
用
事
と
し
て
手
紙
を
送
っ
た
の
か
疑
問
に
思
っ
た
。
　
現
代
で
も
十
分
共
感
で
き
る
内
容
だ
と
思
っ
た
。
古
文
に
は
様
々
な
恋
愛
話
が
あ
る
が
、
今
ま
で
読
ん
で
き
た
中
で
最
も
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
話
で
あ
っ
た
。
　
せ
っ
か
く
想
い
を
よ
せ
て
く
れ
た
女
の
人
を
呪
っ
た
り
、
町
の
人
か
ら
も
よ
く
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
男
は
相
当
性
格
悪
か
っ
た
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
い
つ
ま
で
も
結
婚
で
き
な
い
の
は
そ
の
せ
い
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
。
女
の
人
の
方
も
、
一
度
結
婚
す
る
と
伝
え
た
の
に
裏
切
っ
た
の
で
、
そ
の
時
の
気
持
ち
が
知
り
た
い
。
読
み
は
じ
め
は
、
女
の
人
が
悪
い
な
と
思
っ
た
け
ど
、
調
べ
て
い
く
と
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
な
ド
ロ
ド
ロ
恋
愛
だ
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。
〈
　
分
析
と
課
題
　
〉
ａ
　
生
徒
の
疑
問
に
つ
い
て
　
現
代
の
生
徒
の
感
覚
か
ら
み
て
そ
ぐ
わ
な
い
事
柄
に
関
し
て
、
疑
問
が
生
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
こ
に
時
代
の
違
い
や
、
時
代
を
超
え
る
普
遍
的
な
感
情
な
ど
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
。
各
段
学
習
の
中
で
あ
る
程
度
は
考
え
た
が
、
全
員
の
発
表
終
了
後
、
全
体
を
整
理
し
て
深
め
る
方
法
が
あ
っ
た
。
ま
た
疑
問
や
感
想
に
は
諸
説
が
か
ら
ん
で
く
る
も
の
や
『
伊
勢
物
語
』
の
本
質
、
成
立
過
程
に
か
か
わ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
諸
説
や
そ
の
根
拠
を
紹
介
し
た
り
、「
み
や
び
」
に
か
か
わ
る
事
項
な
ど
を
再
整
理
し
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
の
た
め
に
は
授
業
者
の
深
い
教
材
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
ｂ
　
解
釈
の
ミ
ス
に
つ
い
て
　
助
詞
が
正
し
く
把
握
で
き
て
い
な
い
、
語
り
手
と
登
場
人
物
を
を
混
同
す
る
、
掛
詞
や
比
喩
が
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
、
な
ど
の
ミ
ス
が
見
ら
れ
た
。
文
法
、
和
歌
の
修
辞
な
ど
の
知
識
が
中
途
半
端
で
あ
っ
た
り
、
学
習
に
よ
る
思
い
こ
み
、
叙
述
に
即
し
て
読
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
た
ミ
ス
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ミ
ス
を
訂
正
す
る
だ
け
で
な
く
、
基
本
事
項
や
古
文
を
解
釈
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
さ
せ
る
授
業
展
開
も
工
夫
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
ｃ
　
人
物
の
心
情
に
つ
い
て
　『
伊
勢
物
語
』
に
は
人
物
の
心
情
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
な
い
箇
所
も
多
い
。
行
動
か
ら
心
情
を
推
測
、
想
像
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
話
し
合
い
が
活
発
に
な
っ
た
。
た
だ
、
書
か
れ
て
い
な
い
心
情
を
考
え
る
場
合
に
、
物
語
の
方
法
や
語
り
の
特
徴
に
つ
い
て
も
触
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
（
４
）
本
単
元
を
可
能
に
し
た
高
校
一
年
次
の
学
習
　
本
学
年
は
一
年
次
に
「
芥
川
」
と
「
筒
井
筒
」
を
学
習
し
た
。
　「
芥
川
」
に
お
け
る
文
法
学
習
は
、
過
去
・
完
了
の
助
動
詞
の
復
習
、
解
釈
上
重
要
な
助
動
詞
、
助
詞
の
学
習
を
中
心
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
和
歌
の
修
辞
法
を
学
習
さ
せ
た
。
内
容
的
に
は
登
場
人
物
の
状
況
、
行
動
、
心
情
の
理
解
が
中
心
で
あ
る
。
　「
筒
井
筒
」
で
は
、
助
詞
・
助
動
詞
に
留
意
し
た
口
語
訳
を
意
識
さ
せ
た
。
本
段
は
、
登
場
人
物
の
行
動
と
心
情
に
変
化
が
見
ら
れ
、
歌
に
よ
っ
て
相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
て
い
る
。
五
首
の
歌
に
お
け
る
相
手
に
伝
え
た
い
内
容
を
二
〇
字
程
度
で
ま
と
め
る
作
業
を
さ
せ
、
ま
た
行
動
、
心
情
の
変
化
を
図
式
的
に
整
理
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
本
単
元
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
６
　
お
わ
り
に
─
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
を
振
り
返
っ
て
○
　
個
人
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の
の
、
資
料
作
成
、
発
表
、
質
疑
を
通
し
て
─　　─５６
Ｔ １０１Ｕ １０７Ｖ １２３
　
業
平
は
、
歌
の
作
り
方
を
知
ら
な
か
っ
た
の
に
す
ば
ら
し
い
歌
を
詠
ん
だ
の
で
す
ご
い
と
思
っ
た
。
　
在
原
業
平
と
女
の
人
の
恋
の
話
で
は
な
く
、
在
原
業
平
が
人
の
恋
を
手
助
け
し
て
い
る
話
な
の
で
珍
し
い
と
思
っ
た
。
在
原
業
平
と
藤
原
敏
行
が
恋
の
手
紙
の
や
り
と
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
。
　
男
の
里
を
去
っ
て
別
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
、
一
歌
だ
け
で
引
き
戻
す
歌
の
力
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。
達
成
感
を
味
わ
せ
た
り
、
次
の
学
習
へ
の
意
欲
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
　
学
習
者
基
点
の
学
び
に
よ
っ
て
、
教
師
基
点
の
学
び
で
は
見
え
に
く
い
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
○
　
年
間
授
業
計
画
の
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
を
取
り
入
れ
る
か
を
練
る
必
要
が
あ
る
。
○
　
生
徒
の
主
体
性
・
能
動
性
を
重
視
し
た
授
業
を
実
施
す
る
に
し
て
も
、
教
師
に
よ
る
綿
密
な
準
備
・
計
画
が
な
け
れ
ば
う
ま
く
進
ま
な
い
。
○
　
教
師
主
導
型
の
授
業
に
お
い
て
、
各
時
間
の
ど
こ
か
で
能
動
性
を
促
す
こ
と
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
。
○
　
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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